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今後の衛星プロジェクト

2004 XI-V（改造型同型機）

2005～6 Cube-II（PRISM)
リモートセンシング衛星

2004～8 PETSAT開発プロジェクト
（2005：１号機 2008：２号機）
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（超）小型衛星技術・利用法の
イノベーション（大学研究）の要点

• 「何でもできる」、というのではなく、大・中型衛
星との棲み分けを明確化

• 多数機を同時に上げられることを利用した新し
いミッション実現法とそのための技術開発

• コスト・開発期間を低下させつつ、バラエティの
あるミッション要求に対応できる新しい設計論

• 「小さい衛星を大きく使う」アイデア
• より小さい人工衛星（PicoSat)に必要な技術開

発（MEMS、レーザー技術など）
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宇宙利用のニーズと衛星のバラエティ

要求される信頼性・複雑度 高低

必
要
性

低

高

通信・放送・航法
環境把握、IGS

宇宙科学・惑星探査

宇宙でないと実現できない・宇宙の方がよりよくできる

軌道上実証

芽出し実験・ビジネス
試行実験

教
育
・エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
・パ
ー
ソ
ナ
ル
ユ
ー
ス
衛
星

教育

（単能型、広範囲
モニタ等）

（単能型、低分解能、
特定用途特化等）

高コスト、長期開発、失敗が許されない低性能だが安く早く新規技術を試せる

現状の衛星
プロジェクト

小ビジネス

１
～
２
０
ｋ
ｇ 20-100kg
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衛星が小型・低コスト化

基線長

位相差

衛星１ 衛星２

電波

干渉計測

多点同時計測

ステレオ視

⇒多数機を同時に打ち上げることができる
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ふろしき衛星のコンセプト

●複数の衛星が巨大な膜・網を展開

●膜はそのまま太陽電池、放熱板などに

●網には発電・送信モジュール等をロボットが配置

用途

・超大型太陽発電衛星
・巨大通信アンテナ
・放熱板,
・デブリ掃除膜， など

技術アイテム
・膜の展開・制御
・膜の構造・材料
・エネルギー伝送
・端の衛星の協調制御
・システム工学

移動・運搬
用ﾛﾎﾞｯﾄ～１km

巨大膜・網構造

小型衛星が端を担う

ふろしき衛星は総
務省２１世紀の情
報通信研究開発
基本計画に重点
技術として取り上
げられている
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